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（別紙②）

感染及びその拡大のリスクを低減させながら
学校での教育活動を行うための１０のポイント

① 家庭と連携した検温及び風邪症状の確認の徹底（教職員も）
② マスクの着用
③ 登校時、給食の前後、外から教室に入る時、トイレの後とい
った機会でのこまめな手洗いを徹底

④ 外から教室に入る時、給食前については、手洗い後に手指消毒
⑤ ２方向の窓を同時に開け常時換気（空調使用時も）
⑥ 席の間に距離（おおむね１～２㍍）を確保
⑦ 対面座席の回避
⑧ 感染症対策を講じてもなお感染の可能性が高い活動は行わない。
（例）狭い空間・密閉状態での歌唱指導

児童生徒が密集する運動
近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い運動
密集して長時間活動するグループ学習
調理実習等

⑨ 多くの児童生徒の触れる場所や共用の教材、教具、情報機器
などを適切に消毒するとともに、触れる前後での手洗いの徹底

⑩ 校門や玄関口、靴箱等で密集が起こらないように、登下校の
時間帯を分散

活 動 内 容 コロナウイルス感染症対策のための対応（例）

登 校 ・家を出て学校まで通学 ・①、②
・学校に着く ・⑩、③、④
・教室に入る ・⑤、⑨
・席に座る ・⑥、⑦

学習活動 ・教科書を読む ・②、⑧ ※一斉での音読は当面控える
・発表する ・② ※指導者を向いて
・グループ学習をする ・②、⑧ ※隣の人と短時間で
・リコーダーを演奏する ・⑧ ※室内ではＮＧ

休み時間 ・理科室から戻ってくる ・②、③
・友だちと話す ・⑥、⑦
・トイレに行く ・③

給 食 ・給食の準備をする ・②、③、④、⑤、⑥、⑦、⑨ ※配膳は担任
・食べる ・③、④、⑤、⑥、⑦、⑨
・片付ける ・②、③、⑤、⑥、⑦、⑨

下 校 ・教室を出る ・②、⑩ ※教室の戸締まりは担任
・学校を出て家まで帰宅 ・② ※集団で帰らない（低学年は高学年と）
・家に着く ※手洗い・うがいをする


